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は じ め に 

鹿児島県社会教育研究会  会長 大原 暁子   

 

皆様方におかれましては、かねてから鹿児島県社会教育研究会の事業推進に御理解

と御協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

本研究会は、「生涯学習の観点に立って、社会教育に関する研究を為し、会員の資

質向上や連絡提携を密にして、本県の社会教育の向上発展に寄与すること」を目的と

して昭和 37 年度に発足し、本年度で 64 年目を迎えました。半世紀以上にわたって本

研究会が続いて参りましたのも、社会教育を推進してこられた多くの先輩方や現会員

の皆様の熱い思いと絶え間なき実践のお陰であると考えているところでございます。 

また、本年度からは、令和９年度までの３年間を取組期間とする新たな研究テーマ

「誰もが幸せや豊かさを感じられる生涯学習・社会教育をめざして」での取組が始ま

りました。本研究テーマは、中央教育審議会生涯学習分科会（第 11・12 期）における

議論の整理に生涯学習の目指すべき姿として示された「人生 100 年時代に、経済的豊

かさのみならず精神的な豊かさから幸福や生きがいを捉える『ウェルビーイング』を

目指し、誰もが生涯を通じて意欲的に楽しく学び続ける社会」や第４期「鹿児島県教

育振興基本計画」の基本目標である「夢や希望を実現し、ともに未来を創る鹿児島の

人づくり～誰もが幸せや豊かさを感じられる地域や社会を目指して～」を踏まえたも

のであり、それぞれの所属等において様々な活動が展開されていることと存じます。 

さて、昭和 46 年２月の創刊号発行以来、多くの方々の御寄稿・御協力のもと、冊子

と研究誌『あすへの道』は、今回の第 56 号からＷeb 版で発行することとなりました。

新たな試みではありますが、研究テーマに即した実践事例や各地区で活躍する団体の

活動紹介、第１回研修会及び夏期セミナーでの講演記録、事例発表の記録、各種研修

会派遣の成果報告などが、Ｗeb 版となったことにより、カラーで鮮明に御覧いただけ

るようになりました。また、キーワード検索により、本会員はもとより、会員以外の

方にも必要な情報に容易にアクセスできるなど利便性も向上しております。このＷeb

版の研究誌が、会員相互の情報交換と資質向上を図るとともに、本会活動の周知広報

の一助となり、生涯学習・社会教育振興のための取組を進める上で参考になれば幸い

です。 

結びに、御多用の中、玉稿をお寄せいただいた皆様、また、職務の傍ら編集の労を

お取りくださった編集委員の皆様、ホームページ掲載に向けて御理解・御協力を賜り

ました県教育庁関係者の皆様に深く敬意と感謝の意を表し、巻頭の言葉といたします。 
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